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(百万円未満切捨て)

１．2026年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2025年4月1日～2025年9月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益 中間利益
親会社の所有者

に帰属する

中間利益

中間包括利益

合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期中間期 930,175 1.3 33,168 29.3 26,054 2.0 23,675 21.4 13,281 72.0 12,163 95.2 12,947 357.2

2025年3月期中間期 918,479 △0.4 25,652 △18.7 25,540 △26.2 19,499 △53.0 7,723 △68.4 6,231 △73.0 2,832 △96.2

基本的１株当たり
中間利益

希薄化後１株当たり
中間利益

円 銭 円 銭

2026年3月期中間期 38.21 38.19
2025年3月期中間期 18.17 18.16

(注) 事業利益は、売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出したものであります。

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2026年3月期中間期 1,549,844 781,355 749,072 48.3

2025年3月期 1,565,391 777,469 745,044 47.6

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 － 25.00 － 25.00 50.00

2026年3月期 － 30.00

2026年3月期(予想) － 30.00 60.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2026年3月期の連結業績予想（2025年4月1日～2026年3月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益
親会社の所有者に

帰属する当期利益

基本的

１株当たり

当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,840,000 △2.4 60,000 △7.6 50,000 30.0 45,000 45.7 20,000 45.8 62.83

(注) 1 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

通期業績予想については、本日(2025年10月31日)公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

2 事業利益は、売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出したものであります。



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 -社（社名） - 、除外 1社（社名） JTEKT BEARINGS CZECH REPUBLIC S.R.O.

(注) 詳細は、添付資料11ページ「２．要約中間連結財務諸表及び主な注記（５）要約中間連結財務諸表に関する注記事項（当中間連結

会計期間における重要な子会社の異動）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2026年3月期中間期 318,608,107株 2025年3月期 318,608,107株

② 期末自己株式数 2026年3月期中間期 275,393株 2025年3月期 288,238株

③ 期中平均株式数(中間期) 2026年3月期中間期 318,326,870株 2025年3月期中間期 342,994,265株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資
料3ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想等の将来予測情報に関する説明」をご参照くだ
さい。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における経済環境は、米国の関税をはじめとした通商政策の影響が懸念される中ではあり

ましたが、自動車生産や設備投資に深刻な減速は見られず、底堅さを維持しました。しかしながら、当社を取り

巻く今後の事業環境は、為替変動や米国通商政策等を受けた消費や投資の動向等、引き続き先行き不透明な状況

にあります。

このような状況の中で、当社グループの当中間連結会計期間の業績につきまして、前中間連結会計期間に比べ、

売上収益は116億95百万円(1.3％)増収の9,301億75百万円となりました。事業利益は75億15百万円(29.3％)増益の

331億68百万円となり、営業利益は5億14百万円(2.0％)増益の260億54百万円、親会社の所有者に帰属する中間利

益は59億32百万円(95.2％)増益の121億63百万円となりました。なお、事業利益は、売上収益から売上原価、販売

費及び一般管理費を控除して算出したものであります。

セグメントの業績は次のとおりであります。

① 自動車

売上収益は、円高の影響や欧州・中国での販売減少があったものの、日本や北米等で販売が増加したこと等に

より、前中間連結会計期間に比べ111億83百万円(1.7％)増収の6,587億46百万円となりました。事業利益は、円高

や米国での関税の影響はあるものの、販売増加や原価改善の効果等により、前中間連結会計期間に比べ41億79百

万円(34.1％)増益の164億33百万円となりました。

② 産機・軸受

売上収益は、北米やアジア等で販売が増加したものの、円高の影響や欧州ニードルローラーベアリング事業の

譲渡手続きが完了したこと等により、前中間連結会計期間に比べ37億83百万円(2.2％)減収の1,721億34百万円と

なりました。事業利益は、円高の影響はあるものの、原価改善の効果等により、前中間連結会計期間に比べ26億

11百万円(51.9％)増益の76億40百万円となりました。

③ 工作機械

売上収益は、円高の影響はあるものの、日本や北米を中心に販売が増加し、前中間連結会計期間に比べ42億96

百万円(4.5％)増収の992億94百万円となりました。事業利益は、販売増加や原価改善の効果等により、9億52百万

円(11.9％)増益の89億38百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

(財政状態の概況)

当中間連結会計期間末における資産は、欧州ニードルローラーベアリング事業の譲渡手続き完了による売却目

的で保有する資産の減少や、投資有価証券の公正価値の測定によるその他の金融資産の減少等により、1兆5,498

億44百万円と前連結会計年度末に比べ155億46百万円の減少となりました。

負債につきましては、借入金の増加等があったものの、欧州ニードルローラーベアリング事業の譲渡手続き完

了による売却目的で保有する資産に直接関連する負債の減少や、営業債務及びその他の債務の減少等により、

7,684億89百万円と前連結会計年度末に比べ194億33百万円の減少となりました。

また、資本につきましては、親会社の所有者に帰属する中間利益の計上等により、7,813億55百万円と前連結会

計年度末に比べ38億86百万円の増加となりました。
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(キャッシュ・フローの概況)

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前中間利益の計上等により、当中間連結会計期間は428億77百万円

の資金の増加となりました。(前中間連結会計期間は92億40百万円の資金の増加)

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入があったものの、有形固定資産の取得

による支出等により、当中間連結会計期間は404億29百万円の資金の減少となりました。(前中間連結会計期間は

275億96百万円の資金の減少)

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等があったものの、短期借入金の増加等により、当中間

連結会計期間は36億65百万円の資金の増加となりました。(前中間連結会計期間は171億17百万円の資金の減少)

これらに換算差額を加算した結果、当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は1,273億38百万円とな

りました。

（３）連結業績予想等の将来予測情報に関する説明

2026年3月期通期の連結業績予想につきましては、2025年7月31日に公表いたしました数値から変更しておりま

す。詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

なお、為替レートにつきましては、1USドル145円、1ユーロ169円(第3四半期連結会計期間以降は、1USドル145円、

1ユーロ170円)を前提としております。
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２．要約中間連結財務諸表及び主な注記

（１）要約中間連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年3月31日)

当中間連結会計期間
(2025年9月30日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 119,060 127,338

営業債権及びその他の債権 368,216 359,847

棚卸資産 257,771 259,401

その他の金融資産 993 515

未収法人所得税 1,810 1,036

その他の流動資産 2,430 3,094

小計 750,283 751,234

売却目的で保有する資産 12,559 －

流動資産合計 762,843 751,234

非流動資産

有形固定資産 480,570 486,841

のれん及び無形資産 45,462 43,992

その他の金融資産 190,027 179,102

持分法で会計処理されている投資 17,302 17,161

繰延税金資産 21,228 21,810

その他の非流動資産 47,956 49,699

非流動資産合計 802,548 798,610

資産合計 1,565,391 1,549,844
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年3月31日)

当中間連結会計期間
(2025年9月30日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 379,649 363,597

社債及び借入金 54,351 61,406

その他の金融負債 3,219 4,344

未払法人所得税 9,627 4,668

引当金 16,499 15,018

その他の流動負債 11,405 7,501

小計 474,752 456,536

売却目的で保有する資産に直接関連す
る負債

7,497 －

流動負債合計 482,250 456,536

非流動負債

社債及び借入金 186,123 192,647

その他の金融負債 13,635 14,803

退職給付に係る負債 60,779 62,013

引当金 89 91

繰延税金負債 36,493 34,117

その他の非流動負債 8,550 8,279

非流動負債合計 305,672 311,952

負債合計 787,922 768,489

資本

資本金 45,591 45,591

資本剰余金 101,058 101,056

自己株式 △330 △315

その他の資本の構成要素 67,991 70,941

利益剰余金 530,733 531,798

親会社の所有者に帰属する持分合計 745,044 749,072

非支配持分 32,425 32,282

資本合計 777,469 781,355

負債及び資本合計 1,565,391 1,549,844
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（２）要約中間連結損益計算書及び要約中間連結包括利益計算書

要約中間連結損益計算書

中間連結会計期間

(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自 2024年4月1日
至 2024年9月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年4月1日
至 2025年9月30日)

売上収益 918,479 930,175

売上原価 △785,817 △787,576

売上総利益 132,662 142,599

販売費及び一般管理費 △107,009 △109,430

その他の収益 4,988 2,156

その他の費用 △5,100 △9,271

営業利益 25,540 26,054

金融収益 9,149 6,476

金融費用 △15,717 △8,927

持分法による投資利益 527 71

税引前中間利益 19,499 23,675

法人所得税費用 △11,776 △10,393

中間利益 7,723 13,281

中間利益の帰属

親会社の所有者 6,231 12,163

非支配持分 1,492 1,118

1株当たり中間利益

基本的1株当たり中間利益(円) 18.17 38.21

希薄化後1株当たり中間利益(円) 18.16 38.19



株式会社ジェイテクト(6473) 2026年3月期 第2四半期(中間期)決算短信

― 7 ―

要約中間連結包括利益計算書

中間連結会計期間

(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自 2024年4月1日
至 2024年9月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年4月1日
至 2025年9月30日)

中間利益 7,723 13,281

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

FVTOCIに指定した資本性金融商品への
投資による損益

3,082 △3,661

退職給付制度の再測定額 1,136 191

持分法による投資のその他の包括利益に
対する持分相当額

△2 63

純損益に振り替えられることのない
項目合計

4,216 △3,406

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の為替換算差額 △9,816 3,211

持分法による投資のその他の包括利益に
対する持分相当額

708 △138

純損益に振り替えられる可能性のある
項目合計

△9,107 3,072

その他の包括利益合計 △4,891 △334

中間包括利益 2,832 12,947

中間包括利益の帰属

親会社の所有者 2,006 11,835

非支配持分 826 1,112
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（３）要約中間連結持分変動計算書

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

FVTOCIに
指定した資本性
金融商品への
投資による損益

退職給付制度の
再測定額

在外営業

活動体の

為替換算差額

2024年4月1日残高 45,591 102,534 △396 － － 72,791

アルゼンチン連結子会社
のインフレーション会計
に基づく増減額

－ － － － － －

2024年4月1日残高(調整後) 45,591 102,534 △396 － － 72,791

中間利益 － － － － － －

その他の包括利益 － － － 3,068 1,153 △8,446

中間包括利益合計 － － － 3,068 1,153 △8,446

自己株式の取得 － － △1 － － －

自己株式の処分 － △0 0 － － －

配当金 － － － － － －

株式報酬取引 － △2 16 － － －

その他の資本の
構成要素から
利益剰余金への振替

－ － － △3,068 △1,153 －

支配喪失とならない子会
社に対する所有者持分の
変動

－ － － － － －

所有者との取引額合計 － △2 15 △3,068 △1,153 －

2024年9月30日残高 45,591 102,532 △380 － － 64,345

2025年4月1日残高 45,591 101,058 △330 － － 67,991

アルゼンチン連結子会社
のインフレーション会計
に基づく増減額

－ － － － － －

2025年4月1日残高(調整後) 45,591 101,058 △330 － － 67,991

中間利益 － － － － － －

その他の包括利益 － － － △3,613 334 2,950

中間包括利益合計 － － － △3,613 334 2,950

自己株式の取得 － － △1 － － －

自己株式の処分 － － － － － －

配当金 － － － － － －

株式報酬取引 － － 16 － － －

その他の資本の
構成要素から
利益剰余金への振替

－ － － 3,613 △334 －

支配喪失とならない子会
社に対する所有者持分の
変動

－ △1 － － － －

所有者との取引額合計 － △1 14 3,613 △334 －

2025年9月30日残高 45,591 101,056 △315 － － 70,941
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(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

その他の資本の
構成要素 利益剰余金

親会社の所有者

に帰属する持分

合計

非支配持分 合計

合計

2024年4月1日残高 72,791 568,463 788,984 33,786 822,770

アルゼンチン連結子会社
のインフレーション会計
に基づく増減額

－ △116 △116 － △116

2024年4月1日残高(調整後) 72,791 568,346 788,868 33,786 822,654

中間利益 － 6,231 6,231 1,492 7,723

その他の包括利益 △4,225 － △4,225 △666 △4,891

中間包括利益合計 △4,225 6,231 2,006 826 2,832

自己株式の取得 － － △1 － △1

自己株式の処分 － － 0 － 0

配当金 － △6,860 △6,860 △2,523 △9,384

株式報酬取引 － － 14 － 14

その他の資本の
構成要素から
利益剰余金への振替

△4,221 4,221 － － －

支配喪失とならない子会
社に対する所有者持分の
変動

－ － － － －

所有者との取引額合計 △4,221 △2,639 △6,847 △2,523 △9,371

2024年9月30日残高 64,345 571,938 784,026 32,088 816,114

2025年4月1日残高 67,991 530,733 745,044 32,425 777,469

アルゼンチン連結子会社
のインフレーション会計
に基づく増減額

－ 139 139 － 139

2025年4月1日残高(調整後) 67,991 530,873 745,183 32,425 777,609

中間利益 － 12,163 12,163 1,118 13,281

その他の包括利益 △328 － △328 △5 △334

中間包括利益合計 △328 12,163 11,835 1,112 12,947

自己株式の取得 － － △1 － △1

自己株式の処分 － － － － －

配当金 － △7,958 △7,958 △2,603 △10,562

株式報酬取引 － △0 15 － 15

その他の資本の
構成要素から
利益剰余金への振替

3,278 △3,278 － － －

支配喪失とならない子会
社に対する所有者持分の
変動

－ － △1 1,348 1,346

所有者との取引額合計 3,278 △11,238 △7,946 △1,255 △9,201

2025年9月30日残高 70,941 531,798 749,072 32,282 781,355
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（４）要約中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自 2024年4月1日
至 2024年9月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年4月1日
至 2025年9月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間利益 19,499 23,675

減価償却費及び償却費 35,379 34,127

減損損失 2,364 438

金融収益及び金融費用 163 563

持分法による投資損益(△は益) △527 △71

引当金の増減額(△は減少) △208 △1,962

退職給付に係る負債の増減額(△は減少) △343 243

退職給付に係る資産の増減額(△は増加) △93 △197

棚卸資産の増減額(△は増加) △13,181 3,028

営業債権及びその他の債権の増減額(△は増加) 9,925 15,012

営業債務及びその他の債務の増減額(△は減少) △34,693 △14,853

その他 △1,143 △1,276

小計 17,140 58,726

利息の受取額 969 998

配当金の受取額 1,398 1,385

利息の支払額 △2,515 △3,169

法人所得税の支払額 △7,752 △15,063

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,240 42,877

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △36,752 △41,302

有形固定資産の売却による収入 2,503 402

投資有価証券の取得による支出 △147 △0

投資有価証券の売却による収入 7,419 1,608

その他 △619 △1,137

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,596 △40,429

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) 12,782 18,226

長期借入れによる収入 － 11,700

長期借入金の返済による支出 △19,060 △14,411

親会社の所有者への配当金の支払額 △6,860 △7,958

非支配持分への配当金の支払額 △2,523 △2,603

連結範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に
よる支出

－ △2

その他 △1,455 △1,284

財務活動によるキャッシュ・フロー △17,117 3,665

現金及び現金同等物に係る換算差額 △606 2,164

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △36,079 8,278

現金及び現金同等物の期首残高 167,019 119,060

現金及び現金同等物の中間期末残高 130,939 127,338
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（５）要約中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（当中間連結会計期間における重要な子会社の異動）

前連結会計年度において特定子会社であった会社のうち、JTEKT BEARINGS CZECH REPUBLIC S.R.O.は、2025年8月

1日付で保有する全持分を売却したため、連結の範囲から除外しております。

（表示方法の変更）

要約中間連結キャッシュ・フロー計算書

前中間連結会計期間において独立掲記していた「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「無形資産の取得に

よる支出」は、金額的重要性が乏しくなったため、当中間連結会計期間より「投資活動によるキャッシュ・フロ

ー」の「その他」に含めております。この表示方法の変更を反映させるため、前中間連結会計期間の要約中間連

結キャッシュ・フロー計算書の組替えを行っております。

この結果、前中間連結会計期間の要約中間連結キャッシュ・フロー計算書において「投資活動によるキャッシ

ュ・フロー」に表示していた「無形資産の取得による支出」△1,303百万円及び「その他」683百万円は、「その

他」△619百万円として組み替えております。

（セグメント情報）

① 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役等が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、市場別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括

的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは事業本部を基礎とした市場別セグメントから構成されており「自動車」、「産機・

軸受」及び「工作機械」の3つを報告セグメントとしております。

なお、「自動車」は、売上収益の推移等の経済的特徴が概ね類似している事業セグメント「ステアリング」及び

「駆動」の2つのセグメントを集約しております。

「自動車」はステアリング、駆動系部品等の自動車業界向け製品の製造販売をしております。

「産機・軸受」は産業機械用ベアリング等の製造販売をしております。

「工作機械」は工作機械、制御機器、工業用熱処理炉等の製造販売をしております。

② 報告セグメントに関する情報

セグメント間の内部売上収益又は振替高は、市場価格、総原価を勘案して、毎期価格交渉の上、決定しておりま

す。報告セグメントの利益は、売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出した事業利益ベース

の金額であります。なお、事業利益は事業セグメントごとの営業活動から生じる損益であり、管理会計の区分に従

って営業上の取引を集計し、本社部門費については経理部門において適切な方法で事業セグメントに配賦しており

ます。
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前中間連結会計期間(自 2024年4月1日 至 2024年9月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 連結

自動車 産機・軸受 工作機械 計

売上収益

外部顧客への売上収益 647,563 175,918 94,998 918,479 － 918,479

セグメント間の
内部売上収益又は振替高

1,923 9,292 12,641 23,857 △23,857 －

計 649,486 185,211 107,639 942,337 △23,857 918,479

セグメント利益(△損失) 12,254 5,029 7,986 25,269 382 25,652

その他の収益 4,988

その他の費用 △5,100

営業利益 25,540

金融収益 9,149

金融費用 △15,717

持分法による投資利益 527

税引前中間利益 19,499

(注) セグメント利益(△損失)の調整額382百万円は、セグメント間取引消去であります。

当中間連結会計期間(自 2025年4月1日 至 2025年9月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 連結

自動車 産機・軸受 工作機械 計

売上収益

外部顧客への売上収益 658,746 172,134 99,294 930,175 － 930,175

セグメント間の
内部売上収益又は振替高

1,339 9,772 11,262 22,374 △22,374 －

計 660,086 181,906 110,557 952,550 △22,374 930,175

セグメント利益(△損失) 16,433 7,640 8,938 33,012 155 33,168

その他の収益 2,156

その他の費用 △9,271

営業利益 26,054

金融収益 6,476

金融費用 △8,927

持分法による投資利益 71

税引前中間利益 23,675

(注) セグメント利益(△損失)の調整額155百万円は、セグメント間取引消去であります。


